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［資料］
第5回ヨーロッパ経営史会議に参加して
（オスロ，2001年9月）
原　　　輝　史
（一）ヨーロッパ経営史会議の創設
　日本では，あまり知られることのない，ヨーロッパ縫営史会議（European
Association　of　business　historians）は，1994年の10月に，ロッテルダム（Rot－
terdam）でアメリカを中心とした経営史会議（Business　History　C㎝ference）
が，開催されたとき，その参加者や組織責任者たちの発議で，ヨーロッパ・レ
ベルの経営史会議の組織化が，提案され，以後それが実現され現在に至ってい
る。
　ヨーロッパ経営史会議の初代会長は，イギリス（スコットランド）のト
ニー・スレイヴアン（Tony　S1aven）教授であったことからも明らかなよう
に，この会議創設のイニシャチヴはイギリス（スコットランド）と，それに協
力する北欧諸国およびオランダなどによりとられた。ヨーロッパ大陸諸国の中
心となる，ドイッやフランスの参加者は少ない。ラテン系諸国では，アメリカ
ヘ留学し，チャンドラー理論の洗礼をうけたイタリア人の経営史家の参加がみ
られる。以上のことから，このヨーロッパ経営史会議は，アングロ＝アメリカ
ン諸国の影響力が強く，ヨーロッパ大陸の中心国，特にドイツとフランスの参
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加者はそれほど多くなく，ヨーロッパの地理的な周辺国により，構成され，運
営されていると考えることができよう。その意味では，昨年第4回会議がボル
ドー（Bordeau・）で開催され，多くのフランス人経営史家の参加のみられた
ことは，会議運営上画期的なことといえよう。
　ここでヨーロッパ経営史会議の運営について述べておきたい。ヨーロッパ経
営史会議のイニシャチヴをとったのは，既述の初代会長のトニー・スレイヴァ
ン／Tony　Slaven）や2代会長のジェフリー・ジョーンズ（Geoffrey　Jones）の
ようなイギリスの経営史家や，ヨーロッパ出身で，アメリカに留学し，チャン
ドラーの経営史学理論の洗礼を受けたヨーロッパ経営史家たちである。
　2001年8月時点での会長は，イタリア出身のフランコ・アマトリ（Franco
Amatori）教授である。運営は，会長以下ヨーロッパ各国出身の13名の理事か
らなる理事会により運営されている。13名の理事とは，Even　Lange（ノル
ウェー），TonySlaven（イギリス），GeoffreyJ㎝es（イギリス），HubertBonin
（フランス），Ludovic　Cail1uet（フランス），Francisco　Comin（スペイン），
RiitaHjerppe（フインランド），MathiasKipping（イギリス），GinetteKurgan－
van　Hentenryk（ベルギー），Mary　Rose（イギリス），Joop　Visser（オランダ），
KeetleSluyterman（オランダ），PerBoje（デンマーク）である。このうち，会
長のフランコ・アマトリ教授のほか，マサイアス・キッピング及びジィネッ
ト・キュルガン両氏の任期は本年度中に終了し，2001年度中に改選が予定され
ているω。当会議は，強力なカリスマ的リーダーのもとで指導されるよりは，
ヨーロッパ各国の研究者たちからなる集団指導体制のもとで運営されることに
なろう。
　2000年9月の第4回ヨーロッパ経営史会議の議事録は，現在印刷中であり，
200ユ年度中に出版の目途がついており，最終的なタイトルは「国境を越える企
業群」（Transnational　Companies19th－20血CentUries）となっている｛2〕。
　第4回ヨーロッパ経営史会議（2000年9月，ボルドー）で配布された資料に
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よるとヨーロッパ経営史会議（E　B　HA）の概略はおよそ以下の通りとな
る｛3）。
　この会議は，1994年に創設され，西ヨーロッパの大学研究者を中心に約400
名のメンバーを集めている。ヨーロッパ経営史会議といっても会議自体閉鎖的
なものではなく，東ヨーロッパ諸国や，北アメリカや日本からの参加者も歓迎
され，現在日本人メンバーは10名をこえている。この会議は，その会員相互聞
のコンタクトを容易にし，経営史，経済史に関する多くの情報をそのメンバー
に提供することを目的とする。この各国から完全に独立した機関の運営は選挙
により選ばれた理事会により運営される。現在の会長は，ミラノのボッコー二
大学のフランコ・アマトリ教授である。イエテボリ，テルニ，ロッテルダムに
続きフランスのボルドーで大会が開催され，今回は2001年8－9月にオスロで
それが開催される。
（二）ヨーロッパ経営史会議（第1回一第3回）
　ヨーロッパ経営史学会（Europe盆皿Business　History　Association）の最初の年
次大会は，1996年にスウェーデンのイエテボリ（G6terborg）で開催された。
その折の主要テーマは，「1800年以降のビジネスとヨーロッパ統合」（Business
andEurOpeanIntegrationsince！800）であった。
　第2回の会議は1998年に，イタリアのテルニ（Temi）で開催されており，
その主要テーマは，「20世紀ヨーロッパにおける工業化挫折と工業化再編成」
（DeindustiaIizationandReindu鮒iali毘ationin20thCenturyEurope）であった。
　第3回ヨーロッパ経営史会議は，1999年9月24日から26日まで，オランダの
ロッテルダムで開催された。この時の議事録は，『ビジネスと社会』（Business
a皿d　Society）のタイトルで，ジョープ・ヴィッセル（Joop　Visser）などによ
り，編集され出版されている｛4〕。
　筆者は，この第3回会議よりヨーロッパ経営史会議の年次大会に参加した
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が，この折には，共通問題のテーマが「ビジネスと社会」となったことから明
らかなように，討論のテーマは，ヨーロッパに限定されず世界各国での経営史
一般聞題が議論されるようになり，必らずしもヨーロッパに隈定されずに議論
が展開された。
　ジョープ・ヴィッセル氏の紹介文によると，この時の会議参加者は，約140
名であり，ヨーロッパ各国の経営史家，経済史家のほかに，アメリカ含衆国，
南ア共和国，中国および日本などの参加者がみられた。報告は60本をこえ，議
事鋤こはそのうち40論文が収録された。日本からは，一橋大学の米倉誠一郎教
授が報告し，一般参加者としては筆者のほか，岐阜経済大学の稲垣慶成教授の
姿がみられた。
　rビジネスと社会』と題したこの会議では次の五つの部会にわかれて討論が
おこなわれたが，これらのテーマは，日本の経営史学界でも既に議論されてい
るものであった。
　第1のサブ・テーマは，「国家とビジネス」に関するものであった。ここで
は，国家の企業や実業界に対する影響力が議論された。この国家の影響力と
は，スペインの煙草産業のように国家独占のかたちをとったり，税制上の優遇
策であったりして，産業によりことなるものであった。
　第2のサブ・テーマは，「ビジネスと政治」についてであり，ここでは特に
第1のサブ・テーマとは逆の影響力が議論された。即ち，民問の私企業家が政
府に対してどの様な影響力を行使しうるかが議論された。
　第3のサブ・テーマは，「企業者的な，組織・協力およびネット・ワーク」
（Entrepreneuria1Organisati㎝，Cooperation　and　Networks）である。ここでの
重要な関心は，以下の点に絞られた。即ち，企業家たちが，彼らの利害を同業
組合や業界団体などとの協力形態を通じて，経済領域でどう組織しているかで
ある。また企業家たちが，その影響力を彼らの社会的ネットワークを通じてど
のように増大させようとしているかである。
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　第4のサブ・テーマは，「企業倫理と社会的企業者活動」（Business　Ethics
and　Social　Entrepreneurship）である。このセクションでは，企業又は“社会
的企業家”（social　entrepreneurs）によって実践される行動倫理の概念が議論
された。特に，これらの企業家がその企業の内部および外部でどのような行動
をとるのか，また社会一般に対して，更にはライバル企業に対して，どう行動
するのかが議論されたのである。
　最後の第5のサブ・テーマは，「企業者の教育，リーダシップの継受」（Ent－
repreneurs　Educati㎝and　Leadership　Succession）にあてられた。ここでは関
連する二つのテーマ，即ちビジネスと職業教育との関係および家族企業内部の
リーダーシップの変化の影響力の聞題が議論された。
（三）第4回ヨーロッパ経営史会議
　第4回目のヨーロッパ経営史会議は，2000年9月に，フランスのボルドーで
開催された。メイン・テーマは，企業多国籍化のプロセスについてであり，
130名をこえる参加者がみられ，特に会場国フランスの若い経営史家および経
済史家の参加が目立ったのである＝5〕。
　日本からの参加者としては，学習院大学の湯沢威教授，朝日大学の中垣勝臣
專任講師のほか，第3回大会と同様に岐阜経済大学の稲垣慶成教授の姿がみら
れた。また筆者は，フランス企業の多国籍化の一例として，1907年以降のエ
ア・リキッド社の日本進出をめぐっての報告を行った。第4回ヨーロッパ経営
史会議の開催者の準備した資料によると，正式のメインテーマは「国際化に直
面する諸企業，19－20世紀の世界的拡張とグローバリゼーション」（En－
terprises　in　front　of　Intemationalisation，Worldwide　expansion＆g1obalisation，
19tL20th　Centuries）であった。このメインテーマのもとで24のワーク・
ショップが組織された｛6〕。
　この資料の最初のぺ一ジには，当大会のスポンサー機関への謝辞が述べられ
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ている。それらは開催校のボルドー政治学研究院（Sciences　Po－Bordeaux），ボ
ルドー大学などのほか，ボルドーの立地するアキテーヌ地域圏当局（R6gion
Aquiaine）更には，経営史学会らしく，賛同し，資金支援をした個別企業名が
あげられていた。それらは，リヨネーズ・デ・ゾ（Suez－Ly㎝naisedesEaux）
社，モエ・ヘネシー一ルイ・ヴイトン（Moさt－H㎝nessy－L㎝is　Vuitt㎝）社，フ
ランス・ガス公社（Gaz　de　France）ロレアル（L’Orξa1）社およびボルドーの
ワイン企業のジャンステット社（Ginestet）である。各企業のパンフレット
は，宣伝色があるとも考えられたが，主催者側の説明によると多くの企業の協
力をえられたのは，企業側が経営史学に関心をもっている証明だというのであ
る。
　第4回ヨーロッパ経営史会議の目的は，歴史の各時代をめぐって，国際化に
取り組んだ様々のビジネスマンの行動を測定することであり，また知識，マー
ケットおよび貿易に直面した企業の経営戦略を解明し，国際的に成功するた
め，経営環境の変化に適応したサーヴイス産業（銀行業，貿易，海運等）の経
営活動を明らかにすることにあっれ
　第1日目の9月14日（金）には，早朝9時より参加者全員による全体会が行
なわれた。主催校側の責任者の挨拶のほかここで特筆すべきは，2000年度の
ヨーロッパ縫営史会議の關催を記念して，若手の博士論文の優位を競うコンペ
ティションが行なわれたことである。数名の若手研究者が10分の持ち時問の範
囲内で，自己の完成した学位論文の紹介を行った。それが，フランス経済史家
協会の会長のドミニク・バルジョー（Dominique　Barjot）パリ第4大学教授の
司会のもとで進められ，その結果の発表は，最終日の全体会議で報告されるこ
ととなった。このあとは，10時15分より24のワークショップが進められ，これ
が翌日9月15日（金）の午後まで続いた。
　第2日目の午後には，各個別のワーク・ショップでの報告の終ったあと，ふ
たたびモンテスキェー講堂で全体会が行なわれた。ドミニク・バルジョー教授
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により，コンペティションの入賞者が発表された。それはボン大学のスーザ
ン・ベッカー（Susan　Becker）女史であったが，欧米の学会が国際学会などの
折に若手研究者の論文に評価を与え，研究を奨励している状態から我々日本人
も学ぶ点があろう。勿論各自の研究は，入賞するための営為ではないとして
も，コンペティションヘの入賞が研究のはげみになるのならば，それも良いの
ではなかろうか。
　入賞者の発表のあと約一時聞の特別講演が行なわれた。特別講演者は，フラ
ンスの代表的経営史研究者ではなく，フランスを代表する多国籍企業の経営者
であった。即ちルノーなどの自動車企業に部品を提供しており，国際化路線の
先頭を走っている自動車都晶下講メーカーとして知られるヴァレオ（Valeo）
社の社長をつとめていたノエル・グタール（Noεl　Goutard）氏であった。
　グタール氏は流暢な葵語で約11時間講演したがそのタイトルは「ヨーロッパ
企業と比較してのフランス企業の国際化の特質」と題するものであった。’
　司会はパリ第I大学のジャック・マルセーユ（Jacques　Marsei11e）教授であ
り，講演後質間が許され，会場の聴衆とグタール氏との問で質疑応答が行なわ
れた。小生は，フランス的な多国籍化の特長に関心をもち，「ヴァレオ社が，
多国籍化する場合に，フランスの国旗三色旗をかかげて，ヨーロッパの他国市
場に入っていくのか？」と質問したが，これに対するグタール氏の返答は「い
や，ヴァレオ社はフランスの三色旗よりも，ヴァレオ社の社旗をかかげるの
だ」というものであった。司会者の愛国主義的態度とは別に経済の論理に従う
ヴァレオ社の経営者の発想の冷静さは，その流暢な英語のアクセントとともに
長く聴衆の記慮に残るものとなった。
（四）第5回ヨLロッパ経営史会議’（オスロ）
第5回ヨーロッパ経営史会議は，2001年8月31日から9月1日にかけてノル
ウェーの首都オスロで開催された。会場は，オスロの街を見晴す丘の上に建設
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されており，オスロの港を一望するノルウェー経営大学（Norwe戴an　Schoo1of
Management）の建物のなかにある管理棟であった。
　街中の中央駅に隣接したオペラ・ホテル（Hote10pera）には，事務局によ
り200人用の宿舎が準備され，この中央駅のホテルから会場へは毎朝，路面電
車で10分という便利さであ乱
　この会議の設営貢任者は，ノルウェー経営大学のロルフ＝ペター・アムダム
（Ro1v　Petter　Amda皿）教授であり，会議のメインテーマは『ビジネスと知識』
（Business　and　Knowledge）と題するものであった。その主要な目的は，企業
行動との関係で知識の多様な役割を論ずることにある。即ち，企業経営をめぐ
る，知識に関するあらゆる問題を議論しようとするものであり，より具体的に
は以下の五つの柱に沿った報告が求められていた。
　即ち第1には，知識の創造・伝達及び開発が議論されるべきである。ここで
は，ビジネス憤行，組織モード，技術，科学・技術の役割，パテント問題など
が議論される。
　第2番目の柱は，知識とイノベーションである。ここでは，イノベーション
に関するシュンペーター的アプローチやクラスター理論，イノペーション・シ
ステムのようなフレイム・ワークが検討されなければならない。またアントル
プルヌールシップもここで議論され新産業の成立をまつ世界経済の課題に答え
るべきである。
　第3点は，比較優位をもたらす，経営資源としての知識の問題である。ここ
では，コア・コンペタンスや組織可能性のような企業組織が持つ特別な概念が
検討される。
　第4点は，集団的行動の基礎としての知識の問題である。即ち，ネットワー
クや経嘗戦略的共謀の問題や階層性に占める労働者，専門能力者および職業人
の各役割などが検討される。
　最後の第5点は，知識と情報の非対称性の問題である。ここでは，取引コス
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トの経済学的アプローチ，規制をめぐる諸問題，競争政策の問題などが議論さ
れる。
　’これらの5点をめぐって，提出された報告については，多様なアプローチが
許される。以上が，報告参加を求める企画書に記された状況である｛7〕。
　会議は，第1日目には，午葡9時30分より開会式が行なわれ，設営責任者の
ノルウェー経営大学のアムダム教授と，会長のアマトリ教授の簡単な挨拶のの
ち，記念講演として，ドルツのユルゲン・コッカ（J血rgen　Kocka）教授による
40分におよぶ基調講演が行なわれた。コッカ教授は，ドイツの経営史家を代表
するというよりは，国際歴史学協会の会長の肩書であった。日本でもその研究
成果が知られているコッ」カ教授は，ジーメツスを中心とした，ドイッ電機産業
の職貝構成の変化を例にとりながら，「第2次産業革命を運営する」という報
告を行った。そのあと1ユ時からは4会場に分かれて，『知識と経営」に関する
個別報告が行なわれた。1時聞30分を限度とするセッションが4教室で2日に
わたり行なわれ，各セッシ冒ンの報告者は平均して4名であったことから，今
回も昨年と同様に24報告が全体で行なわれたこととなる。
　各報告には，司会者と総括討論者があてられており，個別報告者の持ち時間
は15分から20分程度であり，これが現在の国際会議の標準的スタイルとなろ
う。
　従って，「知識と経営」という大枠では共通の関心が存在するといっても，
個別の関心については各個別研究者の関心も多様であり，共同で同一の共通
テーマで議論することは，益々困難となっているといえよう。
　第2日圓の午後には，パネル・デスカッションが設定きれ，各個別の部会の
まとめ報告を聞いたのち知識に関する共通理解をえるためにパネリストの発言
がみられたが，時問がユ時間と隈定されており，前論が深まることはなかっ
た。
　会議の最後に例年のとおり5時より6時まで，総会が行なわれた。
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　フランコ・アマトリ会長の司会で行なわれた総会では，会長の会務報告があ
り，特に学会の財務状態が健全である旨，初代会長をつとめたのち，理事とし
て会計担当を行っている，トニー・スレーバン・グラスゴウ大学教授より報告
が行なわれた。
　更に今後のスケジュールが発表され出席会員全員の拍手で決定された。それ
によると2002年の次年度の大会は，フィンランドのヘルシンキで8月22日から
24日にかけて開催される予定である旨報告された。ヨーロッパ経営史会議の理
事をつめており、ヘルシンキ大会の責任者でもあるRiita　Hjerppeヘルシンキ
大学教授による挨拶があり，「来年は，日本やアメリカからも参加者をつのっ
て大会を是非成功させたい。メインテーマは“Companies－Owners－Employees”
である」と述べ，参加提案書が配布された。
　そののちの大会は，2003年は，ロウウェルのハグリー博物館で開催される，
アメリカの経営史会議（Bussiness　History　Conference）とヨーロッパ経営史会
議が共同歩調をとり，6月26日，アメリカで開催されることが述べられた。そ
の翌年の2004年には，スペインのバルセロナで9月に開催予定であることが報
告された。これはレディング大学よりバルセロナに教育の場所を移した，
Mathias　Kippi㎎教授の設営によるものであることが理事会で決定されてお
り，総会で報告され了承された。2003年度の経営史学会との共同開催のテーマ
は「地域，国家，グローバリゼーション」（Regi㎝，Nati㎝and　G1oba1isati㎝）
である旨が報告確認、された。
　次に，アマトリ会長より，次期の会長をケテイー・スリュテルマン（Keetie
Sluterman）女史（オランダ）に依頼することが提案され，これも全員の抽手
で決定された。
　会議は，ドイッやフランスのヨーロッパ大陸の中心国の多数の参加者をみず
に，アングロ＝アメリカンおよび北欧などのヨーロッパの地理的周辺国の参加
者により充実しつつある。会議参加者の数の多さをみて，この会議は成功だっ
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たと述べた，第2代会長のジェフリー・ジョーンズ教授は，将来は，この会議
が国際経済史会議とならぶ，世界を代表する経営史研究者の集まる会議とした
いようである。そのため，日本やアメリカなどヨーロッパ以外の国からの参加
を歓迎する旨を彼は何回も主張していた。たしかに，第1回および第2回の
テーマが，ヨーロッパの地域統合と関係していたのに対し第3回以降本年の大
会に至るまで，特にヨーロッバにこだわらない，世界の経営史家の議論すべき
テーマが取りあげられるようになクており，組織・運営も開放的で自由なもの
となっている。
　今回の会議に参加しての感想を述べておきたい。会議のメインテーマは，
「知識と経営」と題するものであり，企業経営をめぐっての情報や知識に関す
るあらゆる問題が議論された。情報化社会を迎え，情報が経済発展の重要な要
素となっている現代社会からみると，誠に時宜をえたテーマといえよう。だ
が，20をこえる報告の示しているように，もはや国際学会においても単一の
テーマに個別研究者の関心を集申することはできない。大枠では，共通の関心
を持ちながらも，各研究者が独自の問題空聞を創りつつあるのが，現代の状況
といえよう。
　　　　　　　　　　ぺ一パーレユ　コシグレユ　なお，今回の会議は「紙なし会議」の特長ももち，会議運営の事務情報お
よび報告論文のすべてがインターネットを通じて事前に登録・参加者に配信さ
れ，関心をもつテーマを参加者自身がダウン・ロードして持ちよることになっ
た。会場ではぺ一パーの配布は一切なく，主催者の運営事務は極端に軽減され
たといえよう。
　参加者名簿によると参加者は，北欧諸国，英，米を中心にその他イタリアや
スペインなどを中心に約ユ20名であり，ドイツやフランスからの参加者は少な
かった。フランスからの参加者は日本と同様の3名であった。日本からは，筆
者と稲垣慶成岐阜経済大学教授が一般参加，イギリスに留学申の西沢保一橋大
学教授が報告参加であった。
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